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3,1 21  aa  273 123  aaa  

1573 234  aaa  5973 345  aaa  7273 456  aaa  

na が偶数になるのは、 nが 3の倍数のときと予想できる。 

 

21 , aa は奇数で、 3a は偶数。 

12,12 1323   qapa kk とすると 4146)12(7)12(373 23133   pqpqaaa kkk  

したがって、 ka3 は偶数。 

raqa kk 2,12 313  とすると 7146)12(72373 13313   qrqraaa kkk  

したがって、 13 ka は奇数。 

12,2 133   sara kk とすると 3141627)12(373 31323   rsrsaaa kkk  

したがって、 23 ka は奇数。 

12,12 2313   tasa kk とすると 4146)12(7)12(373 132333   ststaaa kkk  

したがって、 )1(333   kk aa は偶数。 

 

以上により、 1323 ,  kk aa が奇数で ka3 が偶数のとき、 2313 ,  kk aa が奇数で )1(3 ka が偶数である。 

 

na が偶数となる nは mn 3  ……(答) 


